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し
て
し
ま
っ
た
…
、
こ
ん
な
林

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
…
、
そ

ん
な
疑
問
・
質
問
な
ど
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
三
日
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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一
日
目
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目
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
て
受

付
開
始
。

99999
時時時時時
　
講
師
の
先
生
方
の
挨
拶

の
後
、
塾
生
の
方
の
自
己
紹

介
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

紹
介
、
事
務
局
挨
拶
。
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
日
程
説
明
。

99999
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
樹
木
の
検
索
の
仕
方
。
引
き

続
い
て
、
森
林
業
の
現
状
と
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催
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『
森
づ
く
り
事
始
め
』
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『
森
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事
始
め
』

　
秋
晴
れ
の
抜
け
る
よ
う
な
青

い
空
と
錦
秋
の
山
々
に
包
ま
れ

て
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
集

中
コ
ー
ス
秋
の
部
。
遠
く
は
大

阪
か
ら
参
加
の
方
、
近
く
は
地

元
伊
那
か
ら
参
加
の
方
な
ど
…

総
勢
七
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
時
季
と
し
て
は
比

較
的
暖
か
く
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の

三
日
間
で
し
た

が
、
と
は
い
え
、

二
泊
三
日
は

あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
森
に
は
い
ろ
い
ろ
な
樹
が
あ

る
け
れ
ど
、
人
工
林
で
直
径
を
、

樹
高
を
測
っ
て
、
健
康
診
断
し

て
み
た
ら
…
。
樹
の
悲
鳴
と
頭

脳
の
悲
鳴
が
共
鳴
す
る
か
の
よ

う
な
施
業
計
画
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
事
始
め
に
て
、
丸
太
伐

り
。
伐
倒
は
、
受
け
口
・
追
い
口
・

い
。
そ
の
都
度
、

枝
・
葉
が
成
育
で

き
る
空
間
を
確
保

し
て
や
ら
ね
ば
。

ま
た
、
間
伐
後
も

時
折
残
っ
た
樹
の

枝
葉
の
成
長
を
確

か
め
な
が
ら
林
冠

が
閉
鎖
し
な
い
よ

う
に
、
次
の
間
伐

時
期
を
逸
し
な
い

よ
う
に
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
も
一

回
で
は
終
わ
ら
な
い
。
む
し
ろ
こ

れ
か
ら
始
ま
る
。
そ
う
思
っ
て
い

ま
す
。

　
少
し
で
も
森
林
や
林
業
の
こ

と
を
知
り
た
く
て
参
加
を
し
た

け
れ
ど
も
、
新
た
な
疑
問
が
発
生

蝶
番
。
枝
払
い
、
元
口
か
ら
の
、
玉

切
り
造
材
。
ウ
ィ
ン
チ
で
、
寄
せ

て
寄
せ
て
、
簡
単
集
材
。

　
相
変
わ
ら
ず
、
ぎ
ゅ
っ
と
・

ぎ
っ
し
り
詰
め
込
み
す
ぎ
た
か
も

し
れ
な
い
三
日
間
で
し
た
が
、
こ

の
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
ポ
イ
ン

ト
を
掴
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
。｢

何
か｣

を
持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
森
林
塾

は｢

何
か｣

を
提
供
で
き
た
で
し
ょ

う
か
。

　
間
伐
は
一
回
で
は
終
わ
ら
な

林
分
調
査
に
つ
い
て
の
島
﨑

先
生
の
講
義
。

1212121212
時時時時時

　
昼
食

1212121212
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
現
場
に
移
動
し
て
各
班
毎
に

プ
ロ
ッ
ト
調
査
。
釣
り
竿
を

使
っ
た
円
形
の
標
準
地
。
胸

高
直
径
・
樹
高
の
測
り
方
。
こ

の
林
の
樹
の
年
齢
は
三
十
歳
。

1414141414
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
小
屋
へ
戻
り
デ
ー
タ
解
析
。
健

康
診
断
を
し
て
、
処
方
を
決

め
る
。
各
班
と
も
相
対
幹
距

比
が
十
九
〜
二
十
。
地
位
が

低
く
、
樹
高
成
長
が
な
か
っ

た
た
め
現
状
の
ま
ま
で
も
？
。

1616161616
時時時時時

　
施
業
計
画
の
立
案
方
法
に
つ

い
て
島
﨑
先
生
の
講
義
。
植

栽
本
数
が
少
な
く
、
植
栽
後

手
入
れ
が
成
さ
れ
て
い
な
い

状
況
を
鑑
み
、
十
年
後
の
相

対
幹
距
比
を
二
十
と
設
定
し

た
間
伐
と
保
残
木
の
枯
れ
枝

打
ち
を
実
施
す
る
こ
と
と
す

る
。

伐倒は、受け口・追い口・蝶番

先生方を囲んで

まずは、輪切りから

胸の高さで、胸高直径
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に
感
謝
致
し
ま
す
。
ご
苦
労

様
で
し
た
。

今
回
の
参
加
者
／
石
井
さ
ん
、
上

野
さ
ん
、
遠
藤
さ
ん
、
内
藤
さ

ん
、
橋
本
さ
ん
、
藤
田
さ
ん
、

松
本
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
川
島
、
後
藤
、
早
川
、

坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
十
五
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炭
焼
き

　
炭
焼
き

　
炭
焼
き

　
炭
焼
き

　
炭
焼
き
・・・・・
そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

　
移
動
式
の
炭
化
炉
と
、
で
き
れ

ば
ド
ラ
ム
カ
ン
で
も
焼
い
て
み

ま
す
。
炭
窯
に
火
を
入
れ
た
ら
、

　
現
場
に
て
昼
食
。
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時時時時時
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伐
倒
再
開
。
方
向
を
決
め
て
、

受
け
口
・
追
い
口
。
つ
る
は
残

し
て
蝶
番
。
ヒ
ノ
キ
林
だ
け

れ
ど
、
そ
ん
な
に
込
ん
で
な

い
の
で
、
か
か
り
木
も
な
く

間
伐
が
進
む
。
同
時
に
保
残

木
の
枯
れ
枝
打
ち
を
行
い
、

森
の
中
に
ど
ん
ど
ん
光
が

入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

1616161616
時時時時時

　
途
中
、
何
回
か
休
憩
を
取
り
な

が
ら
今
日
の
作
業
を
終
え
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
。

1717171717
時時時時時

　
本
日
終
了
。

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
山
小
屋
集
合
。
今
日
も
早
速
現

場
へ
。

1717171717
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
初
日
終
了
。

1818181818
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
交
流
会
開
始
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

と
や
き
そ
ば
。
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交
流
会
終
了
。

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

88888
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山
小
屋
集
合
。
日
程
説
明
の

後
、
早
速
現
場
へ
。

99999
時時時時時

　
各
班
毎
に
保
残
木
マ
ー
キ
ン

グ
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
。
始
動
方
法

と
禁
止
事
項
を
習
っ
た
ら
、

丸
太
伐
り
か
ら
は
じ
め
ま

し
ょ
う
。

1111111111
時時時時時

　
各
班
と
も
早
く
も
伐
倒
方
法

の
解
説
を
終
え
伐
倒
開
始
。

1212121212
時時時時時

99999
時時時時時

　　　　　
昨
日
の
続
き
の
間
伐
開
始
。

途
中
、
ぶ
り
縄
の
使
い
方
講

習
。

1111111111
時時時時時

　　　　　
間
伐
を
終
了
し
、
一
班
は

「
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
」
を
、
二
班

は
「
キ
ャ
タ
ト
ラ
」
を
使
っ
た

集
材
を
行
う
。

1212121212
時時時時時

　
今
日
も
現
場
で
昼
食
。

1212121212
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
集
材
再
開
。
今
度
は
、
一
班
が

「
キ
ャ
タ
ト
ラ
」
、
二
班
が

「
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
」。
島
﨑
先

生
に
よ
る
背
負
い
式
枝
打
ち

機
の
実
演
も
あ
り
ま
し
た
。

1313131313
時時時時時
4545454545
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チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
終
え
、
作
業
終
了
。

1414141414
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
小
屋
へ
戻
り
、
質
疑
応
答
。
保

科
先
生
・
島
﨑
先
生
の
総
評
。

簡単集材・ひっぱりだこ

ストップ！ストップ！！

仕事の終わりは、メンテナンス

1515151515
時時時時時

　
こ
れ
に
て
集
中
コ
ー
ス
は
終

了
。
解
散
。
怪
我
な
く
無
事
作

業
を
終
え
て
頂
い
た
こ
と
、

間
伐
・
枝
打
ち
・
集
材
で
き
れ

い
な
森
に
し
て
頂
い
た
こ
と

伐
倒
の
復
習
で
す
。
翌
日
は
炭
出

し
の
後
、
長
谷
村
の
保
科
山
林
の

見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
希
望

者
は
施
業
診
断
等
の
復
習
も
で

き
ま
す
。
他
の
希
望
あ
れ
ば
事
前

に
事
務
局
ま
で
。

　
一
日
目
の
夕
方
か
ら
火
の
番

を
し
つ
つ
、
希
望
者
で
少
し
早
い

が
忘
年
会
で
す
。
幹
事
さ
ん
募
集

中
。

　
第
十
七
回

　
第
十
七
回

　
第
十
七
回

　
第
十
七
回

　
第
十
七
回
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き
の
こ
菌
う
ち

　
き
の
こ
菌
う
ち

　
き
の
こ
菌
う
ち

　
き
の
こ
菌
う
ち

　
き
の
こ
菌
う
ち

　
最
終
回
に
な
り
ま
す
。
原
木
に

き
の
こ
の
種
駒
や
お
が
菌
を

打
っ
て
み
ま
す
。
担
当
は
両
先

生
。
こ
の
時
期
、
凍
結
・
降
雪
な

ど
信
州
の
気
象
・
道
路
情
報
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ぶり縄、初体験！
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皆
さ
ん
今
日
は
。
我
が
道
を

追
い
求
め
な
が
ら
、
よ
く
言
え

ば
修
行
人
生
、
悪
く
い
え
ば
半

ば
プ
ー
タ
ロ
ー
の
よ
う
な
気
ま

ま
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
間
に
、

時
は
過
ぎ
去
り
、
気
が
つ
け
ば

一
人
身
の
ま
ま
今
年
で
四
十
九

歳
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
茂
籠
で

す
。
残
さ
れ
た
我
が
人
生
（
現
役

生
活
を
続
け
ら
れ
る
の
は
せ
い

ぜ
い
あ
と
三
十
年
？
）
を
見
据

え
、
本
来
の
自
分
に
立
ち
返
り
、

残
さ
れ
た
時
間
を
真
実
に
シ
ン

プ
ル
に
生
き
な
け
れ
ば
と
秘
め

た
る
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、
私
の

人
生
は
五
十
歳
か
ら
始
ま
る
と

自
分
の
気
持
ち
を
整
理
し
て
い

る
こ
の
頃
で
す
。

　
私
は
京
都
府
の
丹
後
（
野
田
川

町
）
出
身
で
す
が
、
高
校
卒
業
ま

で
山
（
大
江
山
）
と
川
（
野
田
川
）

と
す
ぐ
近
く
に
海
（
日
本
三
景
の

一
つ
で
あ
る
天
の
橋
立
）
の
あ
る

片
田
舎
の
町
で
育
ち
ま
し
た
。
昭

和
二
十
九
年
生
ま
れ
の
所
謂
高

度
経
済
成
長
と
と
も
に
育
っ
た

世
代
で
す
。

 

か
い
つ
ま
ん
で
私
の
履
歴
を
紹

介
し
ま
す
と
、
高
校
卒
業
後
、
国

立
理
系
を
目
指
し
て
四
年
間
（
四

年
目
は
父
親
の
猛
反
対
を
押
し

切
り
、
東
京
に
上
京
し
て
新
聞
奨

学
生
と
な
り
埼
玉
県
草
加
市
で
）

浪
人
生
活
を
送
っ
た
後
、
私
立
の

国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
社

会
科
学
科
に
入
学
。
大
学
七
年
生

の
時
に
ア
ジ
ア
学
院
（
栃
木
県
西

那
須
野
町
）
と
出
会
い
、
発
展
途

上
国
の
農
村
開
発
を
志
す
よ
う

に
な
る
。
結
局
こ
の
大
学
に
十
年

（
内
、
休
学
二
年
）
在
籍
し
て
退

学
（
実
質
は
落

第
！
？
？
）。

大
学
退
学
後
、

農
業
技
術
を
勉

強
し
よ
う
と
、

故
中
田
正
一
先

生
の
主
宰
さ
れ

て
い
た
、
ま
だ

出
来
て
間
も
な

い
頃
の
「
風
の

学
校
」（
千
葉
県

大
多
喜
町
）
と
い
う
民
間
団
体
に

入
校
し
て
、
井
戸
掘
り
研
修
生
第

一
号
と
な
る
。
北
部
タ
イ
で
の
四

十
日
間
に
及
ぶ
研
修
や
日
本
に

お
け
る
二
年
間
の
実
地
研
修
の

後
、
井
戸
掘
り
専
門
家
と
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
、
ネ
グ

ロ
ス
島
、
ギ
マ
ラ
ス
島
、
ミ
ン
ダ

ナ
オ
島
、
パ
ラ
ワ
ン
島
等
で
井
戸

掘
り
プ
ロ
シ
ェ
ク
ト
に
三
年
間

関
わ
り
帰
国
。
一
時
掃
国
の
つ
も

り
で
日
本
に
掃
っ
て
き
た
が
、
非

常
に
不
本
意
な
形
で
「
風
の
学

校
」
を
飛
び
出
る
こ
と
に
な
り
、

結
局
そ
の
一
年
後
か
ら
は
、
栃
木

県
西
那
須
野
町
（
一
年
七
カ
月
）、

京
都
市
伏
見
区
（
二
年
八
カ
月
）、

長
野
県
松
本
市
（
三
年
）
と
拠
点

を
移
動
し
な
が
ら
専
ら
井
戸
掘

り
修
行
を
続
行
す
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
活
動
し
た
三

年
間
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
楽

し
く
活
き
活
き
と
し
た
も
の
で

し
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
活
動

を
通
じ
て
、
次
第
に
森
林
・
林
業

に
関
し
て
問
題
意
識
を
持
っ
て

向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
マ
ニ
ラ
空
港
（
パ
ナ
イ

島
の
イ
ロ
イ
ロ
空
港
？
）
付
近

だ
っ
た
か
、
飛
行
機
か
ら
見
渡
せ

る
風
景
は
、
ま
る
で
芝
生
の
丘
の

よ
う
な
山
々
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
逆
に
ま
た
未
開
発
の
ミ
ン

ダ
ナ
オ
島
で
は
、
原
生
林
の
巨
木

の
生
い
茂
る
山
を
背
後
に
ひ
か

え
た
海
岸
べ
り
で
、
波
打
ち
際
に

自
墳
し
て
い
る
水
を
生
活
用
水

と
し
て
自
由
に
使
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
木
々
の
生
い
茂
る
緑

深
い
所
に
は
豊
か
な
水
が
あ
る

こ
と
を
目
の
当
り
に
実
感
し
た

次
第
で
す
。

　
松
本
で
井
戸
堀
り
修
行
を
し

て
い
た
頃
、
下
條
村
で
フ
リ
ー
・

ス
ク
ー
ル
を
や
っ
て
い
る
大
学

時
代
の
友
達
が
、
長
野
県
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る

林
業
士
養
成
コ
ー
ス
を
受
講
す

る
た
め
、
私
の
ア
パ
ー
ト
に
何
回

か
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
契
機
と

な
り
、
井
戸
掘
り
修
行
に
区
切
り

を
つ
け
て
私
も
こ
の
コ
ー
ス
を

受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
友
達
を
頼
っ
て
下
條
村
に

転
居
し
、
近
く
の
造
園
会
杜
に
勤

め
な
が
ら
、
第
十
四
期
の
林
業
士

養
成
コ
ー
ス
を
去
年
の
十
二
月

に
終
了
し
、
今
年
の
三
月
無
事
に

長
野
県
林
業
士
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
林
業
士
養
成
コ
ー
ス
で

出
会
っ
た
大
月
國
晴
さ
ん
（
第
八

期
夏
期
集
中
コ
ー
ス
、
第
九
期
専

門
コ
ー
ス
終
了
）
か
ら
、
島
﨑
先

生
の
存
在
や
そ
の
著
書
、
島
﨑
研

修
所
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
に
つ
い
て

の
情
報
を
得
て
い
ま
し
た
が
、
去

年
の
十
一
月
大
町
で
行
わ
れ
た

「
第
二
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
つ
な

ぐ
森
林
の
回
廊
」
の
講
習
会
に
出

席
し
た
折
り
、
直
接
島
﨑
先
生
に

お
会
い
し
、
今
年
の
新
年
明
け
に

島
﨑
先
生
の
「
山
造
り
承
り
ま

す
」
を
読
ん
で
感
銘
を
受
け
、
迷

わ
ず
七
万
円
と
い
う
大
金
を
は

た
い
て
Ｋ
０
Ａ
森
林
塾
の
通
年

コ
ー
ス
を
受
講
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
講

習
は
、
森
林
整
備
に
関
す
る
実
際

的
な
技
術
・
知
識
が
コ
ン
パ
ク

ト
に
凝
縮
さ
れ
て
い
て
、
私
に

と
っ
て
は
と
て
も
よ
い
復
習
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
来
年
に
は
、
長
年
放
っ
て

あ
っ
た
実
家
の
こ
と
を
整
え
る

た
め
に
私
自
身
の
故
郷
に
帰
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
の
発
展

途
上
国
で
の
開
発
協
力
活
動
の

哲
学
は
、
そ
の
国
、
そ
の
地
域
、

そ
の
村
の
「
故
郷
造
り
」
に
協
力

す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
至
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
自

分
自
身
の
故
郷
の
里
、
山
造
り
に

た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
、
次
世
代
を

担
う
子
供
達
を
逞
し
く
豊
か
に

育
て
、
我
々
大
人
を
大
ら
か
に
受

入
れ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
れ

る
よ
う
な
「
故
郷
造
り
」
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
最
近
、
自
分
は
バ
カ
で
あ
る
と

思
っ
た
ほ
う
が
、
真
実
で
何
と
気

が
楽
で
自
由
で
あ
る
か
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
股
木
や

曲
が
り
木
で
あ
っ
て
も
、
逞
し
く

生
き
て
き
た
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も

逞
し
く
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
そ

れ
ぞ
れ
の
木
を
生
か
し
き
る
よ

う
な
樹
木
診
断
、
森
林
施
業
が
出

来
る
よ
う
な
「
き
こ
り
」
に
な
り

た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
山
で
人
知
れ
ず
黙
っ
て
存
在

し
、
ウ
ソ
を
つ
か
ず
そ
れ
ぞ
れ
に

逞
し
く
生
き
て
、
悠
久
の
時
の
流

れ
の
中
で
我
々
人
問
や
動
物
達

に
多
大
の
恩
恵
を
与
え
て
く
れ

て
い
る
森
の
中
の
木
々
に
習
い
、

     五十歳からの人生五十歳からの人生五十歳からの人生五十歳からの人生五十歳からの人生
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            茂籠　好彦
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森
林
塾
を
知
っ
た
の
は
、
数

年
前
の
島
﨑
先
生
が
出
て
い
る

テ
レ
ビ
番
組
で
し
た
。
山
か
ら

の
帰
り
道
で
リ
ョ
ウ
ブ
の
芽
を

つ
み
な
が
ら
、「
昔
か
ら
山
の
恵

み
を
い
た
だ
い
て
い
た
よ
、
こ

の
木
は
リ
ョ
ウ
ブ
と
い
っ
て
、

新
芽
を
い
れ
て
炊
く
ご
飯
は
お

い
し
い
ね
ぇ
！
」
と
い
う
よ
う

な
話
を
し
て
い
る
の
を
見
た
時

で
、
林
業
に
関
係
な
い
よ
う
な

広
葉
樹
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て

い
て
、
山
が
好
き
、
自
然
全
体
が

好
き
、
と
い
う
雰
囲
気
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
を

見
る
ま
で
は
人
工
林
は
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
単
一
植
生
で
多
種
の

ま
た
そ
の
生
気
、
霊
気
を
身
体
一

杯
に
受
け
な
が
ら
我
が
身
を
整

え
、
五
十
歳
か
ら
の
人
生
を
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森林塾は楽しい！森林塾は楽しい！森林塾は楽しい！森林塾は楽しい！森林塾は楽しい！
　山と動物と自然と友に　山と動物と自然と友に　山と動物と自然と友に　山と動物と自然と友に　山と動物と自然と友に
武田武田武田武田武田　芳男　芳男　芳男　芳男　芳男
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富
」
で
す
。
県
内
の
秘
境
、
上
村

の
下
栗
地
域
で
採
れ
た
ソ
バ
の

実
を
百
％
使
っ
た
十
割
そ
ば
の

「
し
ら
び
そ
」
は
、
十
割
そ
ば
の

イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
一
品
で
す
。

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て
、
是
非

立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
嘘
　
　
子
　

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
さ
ま
ざ
ま
な
広
葉
樹
や
落
葉

松
の
紅
葉
が
美
し
い
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。「
紅
葉
」
と

書
い
て
「
も
み
じ
」、「
椛
」
と
い

え
ば
「
か
え
で
」。
カ
エ
デ
と
い

え
ば
紅
く
色
づ
い
た
葉
や
黄
落

を
思
い
浮
べ
る
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
が
、「
た
ね
」
に
も
大

き
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
種
は
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
よ

う
な
羽
が
生
え
て
い
て
、
樹
か
ら

落
ち
る
時
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
プ
ロ
ペ
ラ
の
よ
う
に
く
る
く

る
と
回
転
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
落
ち
て
い
き
ま
す
。
大
き
な
樹

か
ら
落
ち
た
場
合
に
風
に
乗
る

と
、
何
十
メ
ー
ト
ル
・
時
に
は
百

メ
ー
ト
ル
以
上
も
運
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
季
節
、
楓
の
樹
の
ま
わ
り

に
落
ち
て
い
る
こ
と
が
多
い
と

思
う
の
で
、「
紅
葉
狩
り
」
に
出

か
け
ら
れ

た
時
や
公

園
で
の
散

歩
の
際
な

ど
、
足
下

に
も
気
を

つ
け
て
み

て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
か
わ
い
い
ブ
ー
メ
ラ

ン
が
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

鳥
や
動
物
は
嫌
う
環
境
だ
と

思
っ
て
い
た
し
、
林
業
者
は
針
葉

樹
だ
け
を
育
て
る
こ
と
し
か
頭

に
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
い

ろ
ん
な
広
葉
樹
や
き
の
こ
の
話

を
し
な
が
ら
、
広
葉
樹
も
た
く
さ

ん
生
え
て
い
る
き
ち
ん
と
管
理

さ
れ
た
人
工
林
の
豊
か
さ
と
、
放

置
さ
れ
た
暗
い
林
を
何
と
か
し

な
く
て
は
と
い
う
こ
と
を
語
っ

て
い
た
島
﨑
先
生
の
映
像
は
か

な
り
衝
撃
的
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

森
林
塾
を
探
し
、
二
年
位
前
に
応

募
し
よ
う
と
通
年
コ
ー
ス
、
集
中

コ
ー
ス
の
資
料
を
取
り
寄
せ
た

け
れ
ど
、
仕
事
の
関
係
で
休
み
が

取
れ
な
く
て
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
、

金
・
土
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で

月
に
一
回
ず
つ
。
私
に
と
っ
て
は

参
加
し
や
す
い
日
程
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
応
募
し
ま

し
た
。
あ
っ
さ
り
と
受
付
の
通
知

を
も
ら
っ
て
参
加
し
た
四
月
、
昨

年
ま
で
は
抽
選
だ
っ
た
ん
で
す

よ
、
と
い
わ
れ
て
、
運
が
よ
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
の

が
縁
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
島
﨑
先
生
も
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
山
を
き
っ
ち
り
と
管
理

す
る
こ
と
で
広
葉
樹
も
増
え
て

地
力
や
水
を
保
ち
、
い
ろ
い
ろ
な

動
植
物
た
ち
も
棲
め
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
で

も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
自
分
の
頭

で
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
、
実
際

の
と
こ
ろ
は
他
人
ま
か
せ
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
分

が
そ
の
力
に
な
れ
る
か
ど
う
か

は
と
も
か
く
、
ま
ず
自
分
の
体
で

体
験
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
す

べ
て
の
こ
と
が
体
験
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
自
然
の
中

で
体
を
使
っ
て
、
動
物
や
植
物
な

ど
の
環
境
の
こ
と
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
だ
か
ら
、
山
仕

事
な
ら
体
験
で
き
そ
う
だ
と

思
っ
た
わ
け
で
す
。
私
は
動
物
園

に
獣
医
と
し
て
長
い
間
勤
め
て

い
ま
し
た
が
、
下
刈
り
で
見
つ

か
っ
た
ノ
ウ
サ
ギ
の
子
ど
も
を

受
け
取
っ
て
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ

て
育
て
た
り
、
切
り
倒
し
た
木
の

中
に
い
た
ム
サ
サ
ビ
の
子
ど
も

や
カ
モ
シ
カ
、
イ
タ
チ
、
い
く
つ

か
の
小
鳥
た
ち
の
ヒ
ナ
も
育
て

て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

彼
ら
が
生
活
し
て
い
る
山

の
中
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
動

機
の
一
つ
で
し
た
。
そ
し

て
今
回
、
山
に
入
っ
て
植

林
し
、
計
測
し
、
診
断
し
、

間
伐
や
枝
打
ち
を
し
て
き

て
み
て
、
山
の
環
境
や
山

造
り
に
つ
い
て
ま
す
ま
す

興
味
が
湧
い
て
い
る
自
分

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
間
伐
の
時
、
木
の
重
心
を
見
て

倒
す
方
向
を
決
め
、
受
け
口
を

作
っ
て
追
い
口
に
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
入
れ
る
。
な
か
な
か
思
っ

た
と
こ
ろ
に
は
倒
れ
て
く
れ
な

い
が
、
そ
れ
で
も
た
ま
に
は
思
っ

た
方
向
に
倒
れ
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
時
は
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
い

い
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
だ
一
つ
困
難
と
思
っ
た
こ
と

は
、
枝
打
ち
で
し
た
。
高
い
と
こ

ろ
が
苦
手
で
、
建
前
で
二
階
の
屋

根
に
あ
が
っ
て
餅
を
撒
く
と
き

で
さ
え
、
し
っ
か
り
と
立
て
な

か
っ
た
く
ら
い
で
し
た
か
ら
、
支

え
の
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
木

の
上
で
の
枝
打
ち
は
ど
う
な
る

も
の
か
と
我
な
が
ら
心
配
し
ま

し
た｡

し
か
し
、
ぶ
り
縄
が
楽
し

か
っ
た
の
か
、
三
段
目
の
約
五
ｍ

く
ら
い
ま
で
は
登
る
こ
と
が
で

き
て
、
自
分
で
は
満
足
で
き
ま
し

た
。
体
が
動
く
う
ち
に
、
退
職
後

の
生
き
方
を
考
え
た
い
と
思
っ

て
山
造
り
も
そ
の
候
補
に
入
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
た
く
さ
ん

の
収
入
で
は
な
く
、
生
活
で
き
る

だ
け
の
収
入
で
い
い
と
思
え
ば

何
と
か
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
い
う
体
験
を
基
礎

に
し
て
、
自
然
の
仕
組
み
と
い
う

か
、
生
き
物
た
ち
の
関
わ
り
合
い

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
も
や
っ
て
み
た
い
こ
と
の

一
つ
で
す
。
下
刈
や
間
伐
の
林
業

そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
て
、
山

や
森
の
中
で
楽
し
く
遊
ぶ
、
た
く

     

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
信
州
の
晩
秋
は
”
そ
ば
”
の

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
年
に

収
穫
さ
れ
た
ソ
バ
の
実
で
打
た

れ
る
「
新
そ
ば
」
を
食
す
る
の
は
、

一
年
に
一
度
の
楽
し
み
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
ば
処
と
し
て
有
名
な
信
州

に
は
、
そ
ば
の
名
店
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
私
の
一
押
し
は

駒
ヶ
根
に
あ
る
そ
ば
屋
で
「
丸

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、
ご要望、事務局まで。

TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
ki-hayakawa@koanet.co.jp
sh-sakano@koanet.co.jp
携帯:090-4463-0062（開催日）
URL http://www.koanet.co.jp

さ
ん
の
種
類
の
植
物
や
動
物
を

お
も
し
ろ
く
感
じ
る
、
自
分
も
こ

う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
生
き
る
元

を
得
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
、
山
に
入
る
機
会
の
な
い
人

に
伝
え
て
い
く
の
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境
教
育
の

分
野
に
な
る
の
で
す
が
、
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
直
訳
で
は
通
訳
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
自
然
を
人
に
翻
訳

し
て
伝
え
る
と
い
う
よ
う
な
意

味
か
ら
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
林

業
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
も
、
理
解
を
得
る
上
で
は
活

用
し
て
い
い
と
思
う
の
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
山
を
造
っ
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
と
か
、
自
分
と
の
か

か
わ
り
も
楽
し
み
な
が
ら
わ

か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


